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（6） Erlauterungen zur・Einleitung・. AusKonzepten zum sogenannten
・Althoff-Brief・,in:Wilhelm Dilthey,GesammelteSchriften Band XIX,
Gottingen:Vandenhoeck&Ruprecht,1982,S.390f.
（7） 全集編集者たちがまとめた第四部の構成は次のとおりである。
第四部 認識の基礎づけ
第一編 意識の事実（「ブレスラウ完成稿」）
第二編 外的世界の知覚
第三編 内的知覚および心的生の経験
（8） この間の主要論文を，年代順に並べれば次のようになる。
1886『文学的想像力と狂気』
1887『詩人の想像力 詩学のための礎石』
1888『普遍的教育学の可能性について』
1890『外的世界の実在に対する信念と，その正当性についての問題解決の寄与』
『倫理学の体系』
1891『一五六世紀における人間の把握と分析』
1892「経験と思惟 一九世紀の認識論的論理学のための研究」
「17世紀との連関における思惟の自律，構成的合理主義，および汎神論的
一元論」
「生と認識：認識論的論理学と範疇論のための計画」
（9） この点については，次の文献も参照のこと。Rodi,F.,DerStrukturzu-
sammenhangdesLebensDiltheysKritikderhistorischenVernunft―
ProgrammoderSystem?,in:DasstrukturiertreGanzeStudienzumWerkvon
122
注
WilhelmDilthey,VelbruckWissenschaft:Weilerswist,2003.
（10） 拙論「初期ディルタイにおける心理学構想」（『言語と文化』11号，法政大学
言語・文化センター，2014年1月，147177頁），「初期ディルタイにおける心理
学構想（承前）」（『言語と文化』12号，法政大学言語・文化センター，2015年1
月，115152頁）を参照。
（11） Riedel,M.,VerstehenoderErklaren?ZurTheorieundGeschichteder
hermeneutischenWissenschaften,Stuttgart:Klett-Cotta,1978,S.45.
（12） ちなみにディルタイ自身，アルトホーフ書簡のなかで，みずからの歴史叙述が，
ヘーゲルの『精神現象学』に相当するものであると述べている（XIX,392）。もっ
とも，リーデルに言わせれば，「「形而上学の現象学」は，意識の経験を形而上学
的な体系の絶対知へと翻訳すること」ではなく，「形而上学的体系という絶対知
から直接的な確実性Gewiheitの形式へと，すなわち，ディルタイが，「内的経
験」あるいは「生それ自身」の「体験」において認識の止揚できない前提として
あらわにした形式へと，逆行する」（Riedel,a.a.O.,52f.）ものである。
（13） 前掲拙論参照。
（14） 実体形相の形而上学については，ディルタイの以下の箇所を参照。Wilhelm
Dilthey,GesammelteSchriftenBandII,Gottingen:Vandenhoeck&Ruprecht,
1991,S.7f.
（ドイツ思想／市ヶ谷リベラルアーツセンター兼任講師）
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